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令和 3 年 2 月

令和 2 年度 令和 11 年度

※複数の駐車場を有する事業にあっては、駐車場ごとの状況が分かるよう記載すること。

１．事業概要

（１） 事　業　形　態

事 業 開 始 年 月 日
町営南町駐車場　平成５年～

町営西町駐車場　昭和４７年～

 ア　民間委託

構 造 広場式

駐 車 場 使 用 面 積 収 容 台 数

営 業 時 間 ２４時間

加美町駐車場整備事業経営戦略

民 間 活 用 の 状 況

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

 イ　指定管理者制度

その他

町営南町駐車場
町営西町駐車場

立 地 商業施設
建設後（建替後）の経過年

数

施 設 名

町営南町駐車場　34年
町営西町駐車場　27年

町営西町駐車場：１３６６㎡
町営南町駐車場：833㎡

西町駐車場：５０台
南町駐車場：３０台

職 員 数

団 体 名 ： 加美町

事 業 名 ： 町営駐車場管理事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

非適用
法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

種 類

１人（兼務）
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（２） 料　金　形　態

営業時間

円 円

円 円 円

円 円 円

（３） 現在の経営状況

２．将来の事業環境

（１）

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）による経営比較分析表）を添付すること。

１台が１回出入りした場合の料金設定

商店街駐車場として活用されているが、各商店主の高年齢化による閉店が増加傾向であり、また近郊に大型スーパーが進出した
ことにより商店街への客足が減少しているため、各利用者も減少傾向にある。各商店には自前の駐車場が無いことから近隣する
来客者への駐車場を廃止することは商店街の存続にも関連し難しい。その為に商店街活性化事業や空き店舗活用事業とも連携
を図り利用者増加に向けて経営していく必要がある。また、商店街の路上駐車によって渋滞の発生や歩行者の安全面を考えると
路上駐車を減少させ、商店街駐車場に駐車してもらうように取り組んでいくことによって駐車場のより一層の活用を進めていく必要
がある。

一般駐車

※近隣駐車場に比較して減免を行っている場合は、その点についても記載すること。

駐車場需要の見通し

当施設は商店街の店舗利用及び、近隣住民の一般利用が主なものであり、平成２８年に商店街店舗の利用により利用者数が一
時的に増加したが店舗数の減等から平成２９年以降減少傾向である。今後については町の商店街活性化事業の効果を見込み同
程度で推移すると見込んでいる。

料 金 形 態 の 考 え 方

100円/回

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

車種
終日

0

50

平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 平成３１年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 ～ 令和１１年

一日平均駐車台数

南町駐車場 西町駐車場
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（２）

（３）

（４）

３．経営の基本方針

現在は減少傾向にあるが、町の商店街活性化事業や空き店舗活性化事業の効果から、利用者数が一定程度回復すると見込み
推計した。

施設の見通し

町営南町西町駐車場ともに整備から２０年以上が経過しており設備の老朽化がかなりすすんでいる。当面大規模改修は費用の面
から厳しい為、細かなメンテナンスと計画的な部分修繕により長寿命化・延命化を図る。令和３年度以降は同額で計画している。

組織の見通し

平成１５年の加美町合併以降、商工観光課の一般会計職員１名（兼務）体制であり、駐車場警備は警備会社へ委託、駐車場に付
随しているトイレの清掃業務は地元のシルバー人材センターに委託している。今後も同様の体制で運営する予定である。

料金収入の見通し

商店街道路交通の円滑化を図り公衆の利便に資すると共に商店街の利便向上機能の維持及び増進に寄与するように努める。今
後は施設の修繕状況や利用状況を加味しながら事業廃止や民間活用についても総合的な判断を行う。

0

1000000

2000000

平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 平成３１年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 ～ 令和１１年

料金収入

南町駐車場 西町駐車場

今後の整備投資等スケジュールと費用見込 〔単位：千円〕

年度 平成２５年平成２６年平成２７年平成２８年 平成２９年 平成３０年 平成３１年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 ～ 令和１１年
定期点検
費用合計 478.8 492.5 492.5 492.5 492.5 492.5 497 509.5 509.5 509.5 509.5 509.5 509.5
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４．投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

目 標

収支バランスの均衡を図り、繰入金額を減少させ収入増を目標とする。

駐車場の警備・保守点検業務など駐車場の安定的なサービスの提供に係る業務は引き続き継続する。また、駐車場トイレの清掃
委託業務に関しても引き続き継続する。職員経費に関しては一般会計との兼務が継続される為収支計画に計上していない。

施設全体で、毎年修繕料を計上し、日常的な修繕の対応を行う。
老朽化及び経年劣化によって発生する区画線の摩耗などは計画的に修繕の対応を行う。

加美町が直接運営しており、利用者からの使用料と一般会計からの繰入金が経営を行う上での収支である。駐車場利用料金収
入だけでは経営を行うことは難しく、一般会計からの繰入金を充当している。今後は定期的な修繕を実施し維持管理費を削減しな
がら経営を行う。

目 標

収支計画期間内に大規模な修繕を実施しないように、定期的に修繕を実施し長寿命化・延命化を図
る。
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①　今後の投資についての考え方・検討状況

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

委 託 料
駐車場警備業務、保守点検業務など駐車場利用者への安定的なサービスの提供に係る業務の委
託を行う。

管 理 運 営 費
現在町内のシルバー人材センター等の町内事業者の協力のもと。安定的な運用がされている。商
工観光課が管理維持体制を継続する。

職 員 給 与 費 一般事務との兼務で駐車場特別会計に計上はない。

そ の 他 の 取 組
上記の経費等が占める割合が大きいことから利用収入を維持しつつ経費を削減し民間活用での管
理を検討する。

※投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。
　また、 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向けた取組
の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

修繕箇所や設備投資をすべき箇所を精査することで、計画的な投資を行う。

そ の 他 の 取 組 特になし。

投 資 の 平 準 化

資産の有効活用等によ
る

収 入 増 加 の 取 組

商店街内の駐車場であることから商店街活性化事業や空き店舗対策事業等の事業を商工観光課
と商店街とが連携し商店街利用者の増加に繋がるような取り組みを推進し、使用料の増に努める。

そ の 他 の 取 組 特になし。

料 金 現状のとおり

企 業 債

施設の利用状況などから、総合的な判断を行う。

利用者増加に向けた取
組

周辺商店街との連携を図り利用者増に努める。

駐車場の配置の適正化

繰 入 金 料金収入のみでは収支の均衡が図れない為一般会計から繰入金を見込んでいる。

現状のとおり

経営戦略策定期間内において企業債の発行は考えていない。

民 間 活 用

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要
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５．公営企業として実施する必要性など

６．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

公営企業として実施す
る 必 要 性

商店街への来訪者の利便性を向上させることにより、商工振興の向上や町の商店街事業を一体的
に行うことができる。その他、町内イベントを行う際は無料駐車場として開放して地域住民に対して
柔軟な対応を図ることが出来ていることから公営企業として実施するのが妥当だと考える。

経営戦略の事後検証、
改 定 等 に 関 す る 事 項

毎月の収入等から定期的な進捗管理を行い、大規模改修時などのタイミングで経営戦略の見直し
を行う。

事業の意義、提供する
サービス自体の必要性

町営南町駐車場・西町駐車場は主に商店街利用者の駐車場として機能し、また商店街道路におけ
る路上駐車による渋滞の緩和や歩行者の安全確保機能を有していることから町営駐車場を運営し
ていくことは町政運営に不可欠な事業だと考える。
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様式第2号（法非適用企業） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）
年　　　　　　度 前々年度 前年度

区 分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

1 (A) 2,699 1,548 2,238 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000
（１） (B) 1,839 1,548 1,338 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

45 42 40 35 35 35 35 35 35 35 35 35
12,200 1,200 1,228 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

ア 1,839 11 1,338 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000
イ (C)
ウ

（２） 860 0 900 600 600 600 600 600 600 600 600 600
ア 860 900 600 600 600 600 600 600 600 600 600
イ

２ (D) 2,599 2,010 1,929 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700
（１） 2,599 2,010 1,929 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700

ア

イ 2,599 2,010 1,929 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700
（２） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ア

イ
３ (E) 100 △ 462 309 300 300 300 300 300 300 300 300 300
1 (F) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（１）

（２）
（３）
（４）
（５）
（６）
（７）

２ (G) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（１）

（２） (H)
（３）
（４）
（５）

３ (I) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
(J) 100 △ 462 309 300 300 300 300 300 300 300 300 300
(K)
(L) 326 1,165 703 500 500 500 500 500 500 500 500 500
(M)
(N) 426 703 1,012 800 800 800 800 800 800 800 800 800
(O)
(P) 426 703 1,012 700 700 700 700 700 700 700 700 700
(Q)

(Q)
(B)-(C)

(A)
(D)+(H)

(S) 1,839 1,548 1,338 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

（T)
(U)
(V)

(W)
(X)

○他会計繰入金 （単位：千円）
年　　　　　度 前々年度 前年度

区 分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

860 900 900 700 700 700 700 700 700 700 700 700

860 900 900 700 700 700 700 700 700 700 700 700
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

860 900 900 700 700 700 700 700 700 700 700 700

令和１１年度

収
　
益
　
的
　
収
　
支

収
益
的
収
入

総 収 益
営 業 収 益

一日平均駐車台数
近隣商店街入込客数

本年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

料 金 収 入
受 託 工 事 収 益
そ の 他

営 業 外 収 益
他 会 計 繰 入 金
そ の 他

令和８年度 令和９年度 令和１０年度

資
　
本
　
的
　
収
　
支

資
本
的
収
入

資 本 的 収 入
地 方 債
う ち 資 本 費 平 準 化 債
他 会 計 補 助 金
他 会 計 借 入 金
固 定 資 産 売 却 代 金

収
益
的
支
出

総 費 用
営 業 費 用

職 員 給 与 費
う ち 退 職 手 当

そ の 他
営 業 外 費 用

支 払 利 息
う ち 一 時 借 入 金 利 息

そ の 他

資
本
的
支
出

資 本 的 支 出
建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費
地 方 債 償 還 金
他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金
他 会 計 へ の 繰 出 金

収 支 差 引 (A)-(D)

そ の 他
収 支 差 引 (F)-(G)

収 支 再 差 引 (E)+(I)
積 立 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金
工 事 負 担 金
そ の 他

前 年 度 か ら の 繰 越 金
前 年 度 繰 上 充 用 金
形 式 収 支 (J)-(K)+(L)-(M)
翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源
実 質 収 支 黒 字

(N)-(O) 赤 字

収 益 的 収 支 比 率 （ ×100 ）

赤 字 比 率 （ ×100 ）

地 方 財 政 法 施 行 令 第 16 条 第 １ 項 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

(R)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
健 全 化 法 第 22 条 に よ り 算 定 し た (（T）/（V）×100)
他 会 計 借 入 金 残 高

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (B)-(C)
地 方 財 政 法 に よ る ((R)/(S)×100)

収 益 的 収 支 分

地 方 債 残 高

本年度

う ち 基 準 内 繰 入 金
う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分
う ち 基 準 内 繰 入 金
う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計
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グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

経営比較分析表（令和元年度決算）
宮城県加美町　町営西町駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

無 1,366 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ１ 非設置 商業施設

－

該当数値なし その他駐車場 広場式 33 50 0 導入なし 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
経営状況を表す収益的収支比率及び売上高GDP比率
について、駐車場設備の修繕などにより年度で数値
の変化がある。令和１年度は平成３０年度に比べ増
加傾向にあり、１００％を上回っているが、今後も
健全経営を続けていく為にも収支バランスを改善し
ていく必要がある。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

当該値 82.7 139.3 80.8 95.7 155.5

H27 H28 H29

2. 資産等の状況について
平均値 419.4 371.0 509.2 378.1 756.6 平均値 3.2 2.9

当該値 76.0 86.0 66.0 52.0 52.0当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 64.8

274.8 275.5 289.2 敷地の地価は算出されているが、有形固定資産減価
償却や設備投資見込額を算出する数値がないことか
ら、資産全体の価値は不明である。商店街利用者向
けの駐車場のため、事業廃止や民間譲渡を行うこと
はできない。

3. 利用の状況について
商店街での催し物や店舗利用の為に駐車できる場所
が商店内には少ないため、利用者数に大きな変動は
無く、前年度と同数であった。H29 H30 R01

2.資産等の状況

6.0 3.8 2.0 平均値 269.0 276.6

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30 R01 H27

△237 △41 △86当該値 △20.9 28.2 △23.8 △4.5 35.7

平均値 22 16 21 17 15

当該値 △259 434当該値 0 0 0 0 63

平均値 6,967 7,138 8,131 8,076 8,265平均値 38.2 34.6 37.6 30.2 33.9

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
駐車場設備の老朽化による更新や修繕料の増加、商
店街店舗の減少などが懸念される。商店街活性化の
為に町営駐車場は必要であり、収益増加に向け、経
営の見直しが必要である。

27,059

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0当該値     
0

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

0.0

62.4 83.1 54.7   平均値 70.5 59.2
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①収益的収支比率(％)
【619.1】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【425.4】
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⑨累積欠損金比率(％)
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⑥有形固定資産減価償却率(％)
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②他会計補助金比率(％)
【2.3】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】
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⑪稼働率(％)
【205.9】
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【20.8】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし
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グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

経営比較分析表（令和元年度決算）
宮城県加美町　町営南町駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

無 883 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ１ 非設置 商業施設

－

該当数値なし その他駐車場 広場式 26 30 0 導入なし 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
令和元年度は前年度より増加傾向であり、収益的比
率は１００％を下回っているが商店街使用者向けの
駐車場である為に使用料改定なども難しい。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

当該値 125.2 105.9 107.6 60.0 79.6

H27 H28 H29

2. 資産等の状況について
平均値 419.4 371.0 509.2 378.1 756.6 平均値 3.2 2.9

当該値 60.0 53.3 56.7 56.7 56.7当該値 72.9 67.7 63.0 0.0 29.9

274.8 275.5 289.2 敷地の地価は算出されているが有形固定資産減価償
却や設備投資見込額を算出する数値が無いことか
ら、資産全体の価値は不明である。　商店街利用者
向けの駐車場の為、事業廃止や民間譲渡を行うこと
はできない。

3. 利用の状況について
商店街でも催し物や店舗利用のために駐車できる場
所は商店内には少ないため、利用者数には大きな変
動はない。H29 H30 R01

2.資産等の状況

6.0 3.8 2.0 平均値 269.0 276.6

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30 R01 H27

△756 △421 △505当該値 △90.9 △161.5 △124.1 △66.7 △25.7

平均値 22 16 21 17 15

当該値 △562 △785当該値 131 147 139 0 48

平均値 6,967 7,138 8,131 8,076 8,265平均値 38.2 34.6 37.6 30.2 33.9

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
駐車場設備の老朽化による更新や修繕料の増加、商
店街店舗の減少などが懸念される。　商店街活性化
の為に町営駐車場は必要であり、収益増加に向け、
経営の見直しが必要である。

16,846

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0当該値     
0

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

0.0

62.4 83.1 54.7   平均値 70.5 59.2
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①収益的収支比率(％)
【619.1】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【425.4】
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⑨累積欠損金比率(％)
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⑥有形固定資産減価償却率(％)
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②他会計補助金比率(％)
【2.3】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】
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【205.9】
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし
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